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ら始まる配列（WDRE）で表されるモチーフを見出した。また、ABCC7 と同じ 12 回膜貫通型の ABCC4
の局在化シグナルを同定する作業も進行中である。 
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1. 独立行政法人科学技術振興機構（平成 24-29年度）CREST 
 研究課題：生物酵素による水素エネルギー利用システムの構造基盤解明 
 研究代表者（樋口芳樹） 
2. 一般財団法人 蛋白質研究奨励会 金子・成田研究奨励金（平成 29年度） 
 研究課題：[NiFe]ヒドロゲナーゼの触媒機能解明を目指した中性子結晶構造解析 
 研究代表者（西川幸志） 




                                 
 















Structural and Functional Studies on Nitric Oxide Reductases
城 宜嗣・村本和優・澤井仁美 
Shiro, Y., Muramoto, K., Sawai, H.
一酸化窒素還元酵素（NOR）は、微生物の嫌気呼吸の一種である脱窒において、中間体とし
て産生される一酸化窒素 NO を亜酸化窒素 N2O に変換する酵素である。呼吸酵素の分子進化と
の関係や、地球温暖化・オゾン層破壊などの環境科学との関連で注目されている酵素である。 
NOR による NO 変換の分子機構を議論する為に、緑膿菌（ Pseudomonas aeruginosa RM495）
をホストとした NOR 発現系および in vivo スクリーニング系によって見いだした、いくつかの
重要なアミノ酸残基（ Glu57、Asp198、Val206）の変異体を調製、精製し、それらの酵素活性・
分光測定ならびに結晶化を行った。また、時分割赤外分光紫外レーザー照射によりマイクロ秒の




の発現、精製、 X 線結晶解析に取り組み、解析の分解能が 3.5 Å に向上した。キノールアナログ
分子（メナジオール）を基質として髄膜炎菌 qNOR による NO 消費活性の速度論的解析を開始
した。精製した髄膜炎菌 qNOR の再構成系を用いた測定により、qNOR の反応が起電性である
ことを明らかにした。
Ⅱ	 酸素センサータンパク質の構造機能解析 
Structural and Functional Studies on Oxygen-Sensor Proteins
澤井仁美・城 宜嗣 















センサー部位が感知した際に、ATP のリン酸基を用いて自己の His をリン酸化し、さらに FixJ
にそのリン酸基を移す。リン酸化された FixJ は転写因子としてニトロゲナーゼ遺伝子の発現を
促進する。この FixL から FixJ への一連の酸素感知の分子機構の解明を目的に、昨年、 X 線小角
散乱法で決定した FixL-J 複合体の構造モデルを基盤に、 FixL の分内情報伝達に重要と思われる
アミノ酸残基の変異体を調製し、そのリン酸化活性を測定した。
Ⅲ	 生体内の鉄動態に関わるタンパク質の構造と機能 
Structural and Functional Studies on Proteins Related to Iron Dynamics in Cell
澤井仁美・城 宜嗣 
























            
           
           
            
            
          
           
         
 
            
           
            
            
       
            
       
             
         
               
           
Ⅳ	 呼吸鎖末端酵素の構造と機能 




象として効率的なエネルギー変換機構の解明を目指して研究を進めてきた。A タイプ HCOR の
プロトン輸送経路に関わる酵素内部のイオン結合部位について、リガンドであるアミノ酸残基の 
pKa を計算により解析した。A タイプ HCOR のアジ化物結合酸化型構造を決定した。
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Macromolecular Dynamics      生体高分子動的構造解析学 




Research and Development for SPring-8 Structural Biology Beamlines 
 
山本雅貴・吾郷日出夫 






















 Ⅱ 蛋白質結晶構造解析での新規解析手法の開発 
Research and Development for Protein Crystallography 
 
山本雅貴・吾郷日出夫 






線ビームの大きさに比べ十分に大きな結晶の上で X 線照射位置を変更しつつ X 線回折像を収集するヘ
リカルデータ収集法に加え、X 線ビームと相同な大きさの微小結晶を多数交換しながら測定を行う
Serial Synchrotron Crystallography (SSX)の技術開発を進めている。また、X 線自由電子レーザー施設
SACLA の超高輝度極短パルス X 線を活用し、既存の放射光を使った構造解析では放射線損傷の影響が
無視できないタンパク質について、機能性構造を反映した無損傷結晶構造が決定できる serial 
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The Analysis of the Golgi Stress Response 
 
吉田秀郎・若林貞夫・谷口麻衣 





経路である TFE3 経路をこれまでに同定した。転写因子 TFE3 は TFE3 経路を制御する主要な転写
因子であり、平常時にはリン酸化されることによって細胞質に繋留されて不活性な状態に保たれて
いるが、ゴルジ体ストレス時には脱リン酸化されて核へ移行し、転写制御配列 GASE に結合して N
型糖鎖修飾の修飾酵素や選別輸送因子遺伝子の転写を誘導する。一方、もう一つの転写因子 MLX は
ゴルジ体ストレス時に核へ移行して GASE に競合的に結合し、TFE3 の GASE 結合を阻害すること
によってゴルジ体ストレス応答を負に制御している。現在は、TFE3 を脱リン酸化する脱リン酸酵














Functional and Structural Analysis of Regulatory Factors Controlling 
the Endoplasmic Reticulum Stress Response 
 
吉田秀郎・若林貞夫 






pATF6(N)やセンサー分子 pATF6(P)、活性型転写因子 pXBP1(S)と制御因子 pXBP1(U)、調節因子
UBC9 を同定した。これらの制御因子の機能解析と立体構造解析を並行して行うことによって、小
胞体ストレス応答の分子機構をピコバイオロジーのレベルで解明する。現在は、pXBP1(U)に結合す





Analysis of Structure-Function Relationship of Regulatory Proteins of 









T 細胞分化促進に関わる T 細胞表層の HRG 受容体の同定、機構解析も進めている。 
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Molecular Biomachine 分子機械学 
Ⅰ 出芽酵母を用いた核-細胞質間輸送をはじめとする tRNA動態の解析




一部の tRNAは intronを含んだ前駆体として転写されるが、ほとんどの intronは anticodon の１塩基隣に挿入されており、そ





我々は、様々な条件下での tRNA量の絶対定量法の開発や、積極的な tRNA量の改変を通じ、 tRNAレパートリーの生理的
環境に応じた動態の詳細や、それを可能にする機構、さらには、そうしたレパートリー変化が翻訳をはじめとする生理機能
へ及ぼす影響を解析している。
Ⅱ 出芽酵母の tRNA遺伝子に含まれる intronの生理的意義の解析
Studies on physiological functions of tRNA introns in budding yeast
吉久徹 
Yoshihisa, T.
前駆体 tRNA中の intronは除かれることが tRNAの機能化に必須だが、逆に言えば tRNA遺伝子に intronは必要なのだろう
か？我々は、染色体上の遺伝子組換えが容易な出芽酵母の特性を生かし、 tRNAの種類毎に、 intronを持つ遺伝子全てを intron
欠失型に置き換えるプロジェクト進め、全ての isoacceptor tRNAにとって intronは必ずしも必要でないことを明らかにしてい





Investigation of mechanisms that allow translational restart and avoidance from mRNA surveillance 
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から翻訳される。しかし、前駆体 HAC1 mRNAは、（ 1）翻訳停止状態にあること、（ 2）見かけ上、未成熟終止コドンと認
識されうる読み枠構造をもつこと等から、 mRNAの品質管理機構によって分解されるべき特性を持つにもかかわらず、非ス
トレス下で安定な休眠状態にある。他の mRNAでも、その 2次構造や rare codonを用いた一時的翻訳停止を用いて、タンパ
ク質のドメイン毎の折りたたみを可能にする例があるが、こうした mRNAの翻訳停止機構がある程度理解されているに対
し、その翻訳再開機構はよくわかっていない。当然、こうした mRNAもこれらも見かけ上 mRNAの品質管理に抵触してい
る。そこで、 HAC1 mRNAをはじめとする一時的翻訳停止を伴う mRNAの品質管理回避や、翻訳再開の機構について研究
を進めている。特に、 HAC1 mRNAの翻訳制御にも関わり、この mRNAの細胞質スプライシング因子でもある Rlg1に着目
した解析を進めている。一方、複数のリボソームが同じ mRNA分子上に複数並んで翻訳を進めるのが普通であるが、一部
の mRNAでは十分な長さがあるにもかかわらず、 1分子の mRNAに 1個のリボソームしか結合しない状態で翻訳される。
こうした mRNAの翻訳制御についても研究を進めている。
Ⅳ 原生動物の運動に関与する分子機械
Studies on biomolecules responsible for motility of protozoa
園部誠司・吉久徹







Studies on biomolecules responsible for morphogenesis in plants
園部誠司・吉久徹 







          
	 	
	










     
 
 
     
 	  
 	 	 	 	 	 	 	
 
               
         
                
    
 	 	 	
 
            
 






Studies on biomolecules responsible for morphogenesis of endoplasmic reticulum in plant cells
横田悦雄・吉久徹 
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永井 陽久：出芽酵母における isodecoder tRNAの絶対定量
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るか
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Cell Cycle control on genome maintenance 
 
西谷秀男・塩見泰史・林晃世 
Nishitani, H., Shiomi, Y., Hayashi, A. 
 





CRL4-Cdt2 ユビキチンリガーゼの作用機構、Cdt1 の M 期における新規機能、そして、クロマチン複
製時に機能する DNA ポリメラーゼや CRL4-Cdt2 などの諸因子の足場となる PCNA の機能を、正に
負に制御する RFC 複合体について研究を展開している。 
 
1) CRL4-Cdt2 ユビキチンリガーゼのリン酸化による制御機構の解析 
  染色体の再複製を抑制するため、DNA 複製のライセンス化因子 Cdt1 は S 期開始後、２種のユビ
キチンリガーゼ CRL1-Skp2 と CRL4-Cdt2 によりポリユビキチン化を受け速やかに分解される。
CRL4-Cdt2 の機能はクロマチンに結合した PCNA に依存しており、PCNA に結合した Cdt1 を始め
とする基質（Set8、p21、TDG など）を認識する。また、紫外線などによる DNA 損傷によっても分解
が誘導される。ヒト細胞において Cdt2 のリン酸化状態が細胞周期において大きく変化する。G1 期は
低リン酸化状態であるが、S 期からリン酸化され M 期に最もリン酸化される。このリン酸化に細胞周
期進行を制御する CDK が関与すると考え、Cdt2 の C 末に存在する 18 箇所の CDK リン酸化予想部
位に変異を導入し解析を進めた。変異型 Cdt2-18A では、S 期以降から M 期に見られるリン酸化が抑
制された。そして、この変異 Cdt2-18A は、PCNA と強く結合し、ユビキチン化活性が向上すること
が分かった。その結果、S 期後期から G2 期に本来蓄積し始める Set8 や TDG タンパク質の蓄積が抑
制された。また、精製タンパク質を用いて、Cdt2 がサイクリン A-Cdk2、サイクリン B-Cdk2 でリン
酸化されることを確認した。よって、CRL4-Cdt2 は、CDK によるリン酸化により PCNA との結合が
低下することにより負に制御されていると結論した。 
 
2) Cdt1 の M 期機能の解析 





紡錘体の広がりの異常や未整列の染色体の増加が認められた。M 期進行過程での Cdt1 の局在を免疫
染色法によって詳細に調べたところ、中心体近傍の紡錘体やキネトコアを染色する抗体が確認された




3) PCNA 制御因子、RFC 複合体ファミリーの解析 
  ゲノム維持の過程では、複製をはじめとして修復や組換えの反応に DNA 結合した PCNA が要求
される。PCNA の DNA 結合と除去を行うのが RFC 複合体ファミリーである。これまでの解析で、
RFC1-RFC と Ctf18-RFC が PCNA の DNA 結合を担っており、PCNA に結合する因子の DNA 集合
とその反応促進を制御している事が明らかにされている。もう一つの RFC 複合体、Elg1-RFC につい
てはこれまでにその生化学的機能は不明であったが、PCNA の DNA からの除去を特異的に行ってい
ることが私たちの解析から明らかになった。ヒト細胞内 Elg1 をノックダウン(KD)すると、細胞周期 S
期における過剰なクロマチン結合 PCNA と周期進行の遅延が見られ、間期核内クロマチン構造や分裂
期染色体構造の異常が見られた。このことから、PCNA の DNA 結合だけでなく、積極的な PCNA 除
去もゲノム維持に重要な役割を果たしていることを示した。 
  しかし、その解析過程では、Elg1-KD 細胞でも G2 から M 期にかけては PCNA が DNA から除
去されることが明らかとなった。また、CRISPR/Cas9法でElg1ノックアウト(KO)細胞を作成しても、
細胞周期の進行が遅延するのを除けば正常に生育した。これらは、Elg1-RFC が唯一の PCNA 除去因




発表論文  List of Publications 
 
1    Nakamura T（神戸大）, Murakami K（神戸大）, Tada H（神戸大）, Uehara Y（東北大）, Nogami J
（九州大）, Maehara K（九州大）, Ohkawa Y（九州大）, Saitoh H（熊本大）, Nishitani H, Ono T（東北
大）, Nishi R（神戸大）, Yokoi M（神戸大）, Sakai W（神戸大）, Sugasawa K（神戸大） : Thymine DNA 
glycosylase modulates DNA damage response and gene expression by base excision repair-dependent and 
independent mechanisms. Genes Cells. 2017 Apr;22(4):392-405. doi: 10.1111/gtc.12481. 
  
2    Niida H（浜松医科大）, Matsunuma R（浜松医科大）, Horiguchi R（浜松医科大）, Uchida C（浜松
医科大）, Nakazawa Y（長崎大）, Motegi A（京都大）, Nishimoto K（浜松医科大）, Sakai S（浜松医科
大）, Ohhata T（浜松医科大）, Kitagawa K（浜松医科大）, Moriwaki S（大阪医科大）, Nishitani H, Ui A
（聖マリアンナ医科大）, Ogi T（名古屋大）, Kitagawa M（浜松医科大） : Phosphorylated HBO1 at UV 
irradiated sites is essential for nucleotide excision repair Nat Commun. 2017 Jul 18;8:16102. doi: 
10.1038/ncomms16102. 
 
3    Nukina K, Hayashi A, Shiomi Y, Sugasawa K（神戸大）, Ohtsubo M（別府大）, Nishitani H. : Mutations 
? 120 ?
at multiple CDK-phosphorylation consensus sites on Cdt2 increase the affinity of CRL4Cdt2 for PCNA and its 
ubiquitination activity in S phase. Genes Cells. 2018 Mar;23(3):200-213. doi: 10.1111/gtc.12563. 
 
4    塩見 泰史、夏目 豊彰(遺伝研)、鐘巻 将人(遺伝研)、西谷 秀男：Elg1-RFCによるPCNAアンロー
ドと連係した細胞内機能の解析 第24回 DNA複製・組換え・修復ワークショップ ２０１７年１１
月２７日－２９日 長良川国際会議場 （岐阜県） 
 
5    羽多野達也、前田武志、村上裕輔、林晃世、塩見泰史、西谷秀男：DNA複製ライセンス化因子 
Cdt1の M期における機能の解析  2017年度生命科学系学会合同年次大会（ConBio2017）２０１７
年１２月６日－９日 神戸ポートアイランド（兵庫県） 
 
























12    林晃世 、石井健士 、末永尚弘 、高原教代、塩見泰史、西谷秀男：ゲノム複製を制御するユ
ビキチンリガーゼCRL4-Cdt2 はPCNAと直接結合して働く 第３５回染色体ワークショップ第１６回核
ダイナミクス研究会 ２０１７年１２月２０日－２２日 （愛知県） 
 









羽田野達也：ライセンス化因子 Cdt1の M期における機能 




貫名康平 ：Function analysis of substrate recognition subunit Cdt2 of ubiquitin ligase CRL4-Cdt2 
Muadz Bin Ahmad Mazian ：Mechanism and cell cycle control of Cdt1 proteolysis by ubiquitin ligase  
                          CRL4-Cdt2 
 
科学研究費補助金等 
1 文部科学省研究費補助金（平成 29 年度）基盤研究（B）課題番号：26291025 
研究課題   PCNAサイクルと連動したタンパク質分解による複製制御 
研究代表者 西谷秀男 分担者 塩見泰史 
 
2 文部科学省研究費補助金（平成 29 年度） 基盤研究(C)  課題番号：16K07257 
















Plant Cell and Developmental Biology 	 	 	 	 生体分子生合成
I 分裂準備帯の形成機構と機能の解析 
Analyses of development and function of preprophase bands
峰雪芳宣・山内大輔・中井朋則 









Analyses of nano-machines involved in plant cell division and cytokinesis
峰雪芳宣・山内大輔・中井朋則 




外の幾つかの研究室と共同で、加圧凍結・ 2 軸電子線トモグラフィー法を使ったナノマシンの～ 
7 nm レベルでの解析を行っている。特に微小管を束ねるアクチン繊維と関連分子について興味
を持ち研究を行っている。 
III 種子内部構造の X 線 CT による解析
Analysis of internal structure of seeds using X-ray computed tomography
山内大輔・中井朋則・峰雪芳宣 
Yamauchi, D., Nakai, T., Mineyuki, Y.
種子は乾燥していて休眠状態にあり、吸水するとその中の胚は生命活動を再開して発芽する。
その過程に起こる種子中での構造変化を観察する時に、種皮が種子の周りを覆っており、支障






























Mechanism of cellulose production from bacteria
中井朋則・峰雪芳宣 
Nakai, T., Mineyuki, Y.












      
 
      
            
            
 
    
        
             
    
          
     
      
      
     
     
       
      
      
      
            
 
             
            









     
        
         
VII 微細形態科学研究装置共同利用ネットワーク運用
Service as a member of Network for Collaborative Use of Microscopy (CUMNET)
峰雪芳宣・中井朋則 
Mineyuki, Y., Nakai, T.
認定 NPO 法人綜合画像研究支援が運営する微細形態科学研究装置共同利用ネットワーク
（Network for Collaborative Use of Microscopy (CUMNET)）に、兵庫県立大学理学部書写生
物イメージング室の名称で参加し、当研究室の GLIM 顕微鏡や電子顕微鏡関連装置を使った共
同利用サービスを行った。 
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大塚礼己 ：タマネギ根端分裂組織における PPB 形成と核周期進行の関係の解析 
科学研究費補助金等
1 科学研究費補助金（平成 29〜31 年度） 	 基盤研究（B） 課題番号：26281042 
研究課題 	 湖沼底層部の低酸素化が誘導するメタロゲニウム粒子生成の分子機構と 
	 	 	 	 	 	 駆動システム解明 
研究分担者 池谷仁里
? 127 ?
Functional Nanometry of        生体高分子超精密計測学 




Molecular structure and mechanism of flagellar axonemes and axonemal dyneins  
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Single-molecule enzymology and nanometry of protein motors 
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指宿良太：構成論的手法によるタンパク質モータの運動メカニズムの探求 
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白髪美咲：構成論的手法を用いた鞭毛運動の必須要素の特定 
東佑一朗：ウェアラブル脳波計を用いた実環境での脳波計測 
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 松田 祐佳：Chlamydomonas のゲノム編集のためのビジュアルスクリーニング系の確立 
 目戸 綾乃：自己駆動回転粒子の集団運動による空間パターン 
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Elucidation of physiological roles for the spatiotemporal production of alternative


















R-Ras の結合分子として、PI3-kinase (J. Cell Biol., 2006, J. Biol. Chem., 2007) やア
クチン抗キャッピングタンパク質 Ena/VASP のリガンドタンパク質であ Lamellipodin
(J. Neurosci., 2012)、そしてアクチン足場蛋白質である afadinを同定しており (MBoC., 
2012)、そのうち、 afadin は、初代培養大脳皮質神経細胞において、その C 末端の F-actin
結合ドメインを介し、軸索分枝形成を担う。
われわれの最近の誌上成果で、 afadin の選択的スプライシングが、神経細胞発達過
















が増加する。そこで、胎生期から CAG プロモーター下で S 体を過剰発現させることで、
脳梁軸索の脱束化、対側皮質内での層特異的な分枝の抑制等が観察された。
平成２９年度の研究では内在性の S 体および L 体のノックダウン実験を行った。ま
ず、S 体を特異的に認識するウサギペプチド抗体を作成し、大脳皮質組織内および初代
培養神経細胞内の S 体の局在を調べた。その結果、大脳皮質内において、時期・部位普
遍的に発現している L 体に対し、 S 体は 2/3 層の神経細胞に高発現していた。また、培
養神経細胞内における局在も大きく異なっており、時期普遍的に軸索先端に局在が見ら
れる L 体に対して、S 体の神経細胞内局在は軸索発達過程初期のステージ２〜３初期に
は軸索先端部には見られず、ステージ３晩期からステージ４初期の時期にかけて次第に





ていることを示している。大脳皮質 2/3 層由来の脳梁軸索は、生後３日目（ P3）までの
間に束化した状態で脳梁を通過し、その後、生後７日（ P7）〜９日（ P9）の間に、束
化をゆるめ、皮質表層部へ上行することにより皮質内の投射を行うという、ダイナミッ
クな形態変化や軸索の方向性の転換を特徴とする。 L 体のノックダウンにより P3 で脳
梁軸索の脱束化が引き起こされ、内在性の L 体が軸索の束化を正に制御することが明

















      
 
 









Ⅱ SUMO 修飾による核ラミナの機能調節機構 
Regulation of nuclear lamina dynamics by SUMOylation
廣瀬富美子
Hirose, F.
核膜の裏側に存在する核ラミナは A-type lamin (lamin A/C)と B-type lamin (lamin
B)タンパク質が重合した網目状の繊維構造である。核ラミナは、核膜とクロマチンの両






縮が起こる分裂期終盤に起こるであろうと想定し、この時期に lamin A と相互作用す
る因子を検索している。まず、核ラミナや核膜の構築をドミナントネガティブに阻害す
る lamin A 変異体の作成を行った。作成した変異体のうちのひとつ( SIM3 変異体)は 
lamin A の C 末端近くに存在する SUMO interacting motif (SIM)コンセンサス様配列
内の２つのアミノ酸置換変異体であった。 SIM は、 SUMO（small ubiquitin-like
modifier）タンパク質が、標的タンパク質のリジン残基の側鎖にイソペプチド結合によ
って付加された状態( SUMO 化)を認識して結合する疎水性の短いアミノ酸配列である。 
SIM3 変異体を発現させた細胞では、分裂期終期における lamin A の脱リン酸化が遅延
し、その後の核ラミナの再構築の破たんと核の形態異常が起こった。そこで、 lamin A
の SIM 様配列と相互作用する SUMO 化タンパク質を探索し、候補因子としてセリンス
レオニン型脱リン酸化酵素である PP1γ/RepoMan 複合体を見出した。
平成２９年度の研究では、 RepoMan/PP1γ と lamin A の相互作用が SUMO-SIM 相
互作用を介したものであるかどうかを、 SUMO-SIM 相互作用をドミナントネガティブ
に阻害する SUMO 変異体や SUMO 修飾が起こらなくなる PP1γ/RepoMan 変異体を用
いて検証した。また、 FRET 法を利用して細胞内での RepoMan/PP1γ と lamin A の相
互作用の時空間的な解析も行った。これらの実験から、 RepoMan/PP1γ は SUMO-SIM

























ングの系を立ち上げた。さらに、 lamin A とヘテロクロマチンの相互作用を解析するた
めの FRET 解析の系を立ち上げた。今後は、この２つの実験系を利用して、核膜直下




The molecular mechanism of the alternative splicing regulation of the actin-binding 

























	 	  
            
            


















ー及び shRNA によるノックダウンベクターを作製した。今後は、これらのベクターを 
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製を行い、蛍光が観察された部位を特定して、nAChR と MuSK の分子局在を電子顕微鏡を
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野康浩：珪藻  Chaetoceros gracilis における脂肪酸の解析、近畿植物学会（神戸）、
2017  
IV-12 山﨑瑠衣・西野有里・宮澤淳夫・井上 (菓子野 )名津子・伊福健太郎（京大）・菓子







芸化学会 2018 年度大会（名古屋）、2018  
IV-15 菓子野康浩：大量培養微細藻類からの直接的迅速な有用物質回収技術、イノベー
ションジャパン 2017（東京）、2017  
IV-16 菓子野康浩：珪藻のフィジオロミクスに基づく褐色のエネルギー革命〜珪藻を軸
にした太陽エネルギーにより大気中の CO2 をリサイクル利用するクリーンで持続
的な社会へ〜、兵庫県立大学知の交流シンポジウム 2017（神戸）、2017  
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1 文部科学省科学研究費補助金（新学術領域研究（研究領域提案型））  平成 26～30 年度 
研究課題  バイオロジーにおける 3D 活性サイト科学 
研究代表者 佐々木裕次（東京大学）、分担研究者 宮澤淳夫 
 
2 文部科学省科学研究費補助金（新学術領域研究（研究領域提案型）学術研究支援基盤形成）  
平成 28～33 年度 
研究課題  先端バイオイメージング支援プラットフォーム  
研究代表者 狩野方伸（生理学研究所）、分担研究者 宮澤淳夫 
 
3 文部科学省科学研究費補助金（若手 B） 平成 28～30 年度 
研究課題  アセチルコリン受容体のリガンド依存的構造変化の動的な解明  
研究代表者 西野有里 
 
4 共同研究 雪印メグミルク(株) 平成 29 年度 
研究課題  乳および乳製品の電子顕微鏡による微細構造観察  
研究担当教員 宮澤淳夫 
 





6 共同研究 トヨタ自動車(株) 平成 29 年度 
研究課題 FC 電極触媒インク中のゲルダマ構造解析技術の検討  
研究担当教員 宮澤淳夫 
 
7 共同研究 日産自動車(株) 平成 29 年度 
研究課題  リチウム電池電極および電極スラリーの構造解析に関する研究 
研究担当教員 宮澤淳夫 
 
8 共同研究 （株）日産アーク 平成 29 年度 




9 独立行政法人 科学技術振興機構(JST)先端的低炭素化技術開発(ALCA)  平成 23～31 年
度 
研究課題  珪藻のフィジオロミクスに基づく褐色のエネルギー革命  
研究代表者 菓子野康浩 
 
10 国立極地研究所共同研究 平成 28～30 年度  課題番号：28-35 
研究課題  極域の光合成生物の生理応答機構の解析  
研究代表者 菓子野康浩 
 
11 文部科学省科学研究費補助金（基盤研究(C)） 平成 27～29 年度 
研究課題  光化学系２複合体の構築過程の解明 
研究代表者 菓子野康浩 
 
12 地域企業連携型大学院研究 平成 29 年度 
研究課題   CO2 削減とバイオ燃料生産性強化を狙った珪藻の油脂代謝機構の研究  
研究担当教員 菓子野康浩 
 
13 兵庫県立大学特別研究助成（先導研究 A） 平成 29 年度 




14 (公財)ひょうご震災記念 21 世紀研究機構 兵庫海外研究ネットワーク(ＨＯＲＮ)事業 
 平成 29 年度 



























Optogenetic and imaging analyses of development and function of the brain and gut in the
zebrafish
八田公平・二階堂昌孝・中川将司




術を用いた解析を行ってきた。現在は、主として Cre 組み替え技術や光転換蛍光蛋白質 Kaede や 










Molecular genetic analyses of development of the enteric neural crest and placode in the
zebrafish
二階堂昌孝・八田公平





















   
   













Photo-signal transduction in ascidian larval photoreceptors
中川将司・八田公平








Ⅳ SPring-8 におけるマイクロ CT と X 線ライブイメージン
グ：A.古代魚における第２、第３の顎の形態と進化の解析， 
B.乾燥耐性生物の細胞小器官の相関顕微鏡解析 
A. Synchrotron microCT and live imaging analysis of the second and third jaws in ancient
fish by using SPring-8; B. High resolution phase-contrast mCT and correlative microscopic
 
analysis of organelle in Tardigrada under anhydrobiosis

八田公平・二階堂昌孝

























          
         
  





      
  
       
  
         





Ⅴ SERS ナノビーコンを用いた 
ゼブラフィッシュの in vivo イメージング 
In vivo live-imaging of zebrafish with SERS nano-beacon
八田公平・二階堂昌孝
Hatta K, Nikaido M
粒子径約 50nm の金ナノ粒子コロイドにレポータ分子 4,4’-bipyridine を加えて金ナノ粒子自己集
合体をつくり、これをゼブラフィッシュ幼生の脳室に注入し、Thermo Scientific DXR2xi イメージ
ング顕微ラマン（785nm, 35mW）を用いて、10μm ピクセルごとに露光時間 300Hz でラマンスペ
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シ学研究会 2017年 8月 5日東京大学本郷キャンパス（口頭発表）
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研究課題 	 単純な脊椎動物の腸神経系機能の可視化と光遺伝学による腸運動の制御 
研究代表者 	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Regeneration Biology 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 細胞制御学Ⅰ
I	 プラナリア再生の分子生物学 
Molecular Biology of Planarian Regeneration
梅園良彦・餅井真・織井秀文 






Molecular Analysis of Differentiation from Somatic Stem Cells to Germline in Planarians
梅園良彦・織井秀文






Molecular Analysis of Eye Regeneration in the Multiple-eyed Planarian
梅園良彦・織井秀文









   
 
 
    
               
            
   
                 
           








           
             

















Hattori M, Miyamoto M, Hosoda K, Umesono Y. (2018) Usefulness of multiple chalk-based food
colorings for inducing better gene silencing by feeding RNA interference in planarians. Dev. Growth
Differ., 60: 76-81. doi: 10.1111/dgd.12413
Hosoda K, Motoishi M, Kunimoto T, Nishimura O, Hwang B, Kobayashi S, Yazawa S, Mochii M,
Agata K, Umesono Y. (2018) Role of MEKK1 in the anterior-posterior patterning during planarian 
regeneration. Dev. Growth Differ., 60: 341-353. doi: 10.1111/dgd.12541
梅園：プラナリアの前後軸に沿った体のプロポーション形成を司る分子基盤 . ConBio2017 (神戸)、 
2017
I-4 服部・宮本・細田・梅園：プラナリアにおける脳を介さない摂食行動の解析．日本動物学会第
８８回大会 (富山 )、 2017
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IV-1	 Sato K, Umesono Y, Mochii M. (2018) A transgenic reporter under control of an es1 promoter/enhancer
marks wound epidermis and apical epithelial cap during tail regeneration in Xenopus laevis tadpole. Dev
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Supramolecular Structural Biology 
細胞膜超分子複合体機能解析学 
Ⅰ 生体金属輸送システムの構造生物学研究 
Structural Biology of Proteins in Metal Transport System
當舎武彦・杉本 宏









でに行ったこれらの PBP の立体構造と他の菌種由来の PBP との構造比較により、ヘ
ム結合に関与する配位子、疎水性残基、極性残基の構造的な多様性を明らかにした。
ヒトの非ヘム鉄の吸収には小腸の上皮細胞で発現している膜内在性の鉄還元酵素







Structural and Functional Studies of Metalloproteins

當舎武彦・杉本 宏
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Ⅳ SR を用いた微小領域回折法による鉱物の結晶学的評価 
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